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論点：地震本部の成果物の周知・広報の手法について
調査研究の成果を社会に伝え、防災対策の強化につなげることを目標とした、より適切な結果
の伝え方・見せ方の検討が必要。
伝え方・見せ方のポイントや留意点の論点例
• 成果を伝える対象を絞り、対象毎にプロダクトやその見せ方を変える方が良いのではないか

ー 成果を伝える対象の優先順位について
• 内陸で発生する地震は海溝型地震に埋もれがち。誤解されない伝え方はどのようにすべきか。

ー 地図１枚で伝えるべきか、様々な情報を多面的に伝えるべきか
• 内陸地震（地震活動データのみを用いた全国的な評価）、
海域活断層（位置・形状やそこで発生する地震の規模）の早期公表について

• 地震調査研究推進本部のウェブサイトの改修や、広報専門の民間企業等の能力を活用するべきか

全国地震動予測地図等の見せ方・伝え方の論点例
• これまで全国を１つの地図で表示していたが、地域別（地域ブロックや、都道府県、市町村等）のデータ
や地図に容易にアクセスできるようにすべきか。

• 確率論的地震動予測地図により「全国で地震が起きる」ことについて一定の周知・広報の効果があったが、
今後、長期間平均ハザードや、各活断層の想定地震地図等の情報も周知していくことも重要か。

• 中間生成物（予測地図等の計算に用いるための生データなど）や、個別の地質情報や評価結果等（活断層
の位置や形状、表層地盤、想定地震地図）なども共有していくべきか、その場合のプロダクトの提供相手
はどのようにすべきか（主に専門家向けとすべきか）。

※ J-SHIS 地震ハザードステーションで多様な表示が可能だが、より良いUI、UXの提供手法はあり得るか。 2

昨年度の広報検討部会での議論
昨年度、地震本部の成果物の周知・広報の手法について議論を実施

資料_広6-(3) 
今後の地震本部の広報活動について より抜粋



全国地震動予測地図（ポスター） 解説のイメージ（案）
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〇 活断層等での地震発生確率値の
記載は省略しつつ、様々な種類の
地図があること（以降、参考情報
も参照）を示してはどうか。

〇 J-SHISのサイトへQRコード等で
誘導（J-SHISの各情報は、それぞれ
リンクを作成可能）してはどうか。

〇 単なる安心情報と誤解されない
よう、全国どこでも地震が起きる
こと、日本の人口の８割が30年
間で震度6弱以上の揺れに見舞わ
れる確率が3％以上であること等
をさらに周知するには、どのよう
な記載が必要か。

・地図上の色は30年以内に一定以上
の揺れに見舞われる確率の違いを
表しているもので、色の違いでは
安全性の比較はできず、0％でな
い限り同程度の揺れが起こる可能
性があること等を明示すべきか。

・「高い」「やや高い」の表記を再
検討すべきか。

・ 確率値の意味※１やほかの災害・
事故等との比較※２等を記載する
こととしてはどうか。

※１ 確率値の意味： 「今後30年間に震度○○以上の揺れに見舞われる
確率」が0.1%、３%、６%、26％であることは、ごく大まかには、
それぞれ約30,000年、約1,000年、約500年、約100年に１回程度
震度○○以上の揺れが起こり得ることを意味する。

※２ 交通事故で死亡：0.084％、火災で死傷：0.18％ 等

〇 広域では判別しにくいが、局
所的に拡大すると、確率値に差
があることを例示してはどうか。

超過確率 人口
3％以上 １億人（80％）
6％以上 9,000万人（71％）

26％以上 5,400万人（43％）
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https://www.j-shis.bosai.go.jp/map/?center=136.9057290,37.39277679&zoom=14&flt=0,0,0,0&transparent=0.4&layer=P-Y2020-MAP-AVR-TTL_MTTL-T30_I55_PD2&epoch=Y2020&ls=0&lang=jp
https://www.j-shis.bosai.go.jp/map/?center=136.9057290,37.39277679&zoom=14&flt=0,0,0,0&transparent=0.4&layer=P-Y2020-MAP-AVR-TTL_MTTL-T30_I55_PD2&epoch=Y2020&ls=0&lang=jp
https://www.j-shis.bosai.go.jp/map/?center=142.2169820,38.90972539&zoom=5&flt=0,0,0,0&transparent=0.2&layer=A-V8-MAP-AVR-TTL_MTTL-A5000_SI2&epoch=Y2020&ls=0&lang=jp
https://www.j-shis.bosai.go.jp/map/?center=138.3147158,36.15657101&zoom=9&flt=0,0,0,0&transparent=0.2&layer=S-V2-F016222-MAP-CASE1-SI2&epoch=Y2020&ls=0&lang=jp


昨年度の広報検討部会における主な意見
○地震動予測地図のサイエンスとしての意義
• 一つの標準的な考え方の下、一枚の地図にしたことにはサイエンス的に意義がある。
○地震動予測地図の使い方
• 全国と、自分の住んでいるところの両方を見る必要がある。個人にとっては拡大して見ることが重要。
○地震動予測地図についての課題
• 確率の数値がどういう数値なのかということを、一般の人がなかなか理解できない。
• 色を付けたり、数値を入れて優劣をつけると、一般的には優先度や切迫度、又は選択のための資料とし
て使われる。

• 説明文を記載するなどの工夫がないと、誤解され続けてしまう。
• 公表と広報は違う。どのような広報の仕方をすれば良いのか、丁寧に考える必要がある。
○課題に対する対応の方向性
• 誤解されない表示、記載の工夫が必要。
• 地震動予測地図の対象は、一般（それらの方に伝達をするメディアを含む）、自治体等の防災担当者、
建物などの設計をする専門家の３つがある。ターゲットごとの広報が必要。その中でも、一般の人に理解
いただくことが全体の底上げになる。

• 立場によって見方が違うので、いろいろなバージョンの地震動予測地図を考えていくのは良い。
○広報資料の具体的な内容についての意見
• どのように使ってほしいかということを、事例を見せていく必要がある。
• 「こうしなさい」だけでなく、「こうしてはいけない」「こういう意味ではない」ということを一緒に言う必要がある。
○広報に関する全般的な意見
• 地震調査研究について伝える手法やハザード情報の活用され方についての調査研究が必要。
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地震動予測地図の広報資料の試作
• 昨年度の広報検討部会での意見を踏まえ、今年度、広報を専門とする民
間会社の協力を得ながら、事務局において全国地震動予測地図の広報資
料を試作。
（資料_広7-(4)_全国地震動予測地図広報資料試作版）
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○ 拡大して見ることができることが伝わるように
○ 地震動予測地図に関するよくある誤解・誤用を解説

誤解なく地震動予測地図を使ってもらえるように

読みやすいパンフレットに
○ 情報を詰め込みすぎない
○ イラストを多用して、親しみやすく
○ ところどころに専門家の解説コラムをはさみ、納得感が得られるように

対象者を意識したつくりに
○ 対象者別に活用場面を示す

試作に当たって、特に留意した事項
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試作版の各ページの内容
P1 【オモテ表紙】キャッチ―な表紙を意識

虫眼鏡により、拡大して
表示ができることを前面
に押し出す。

キャッチコピーを明示。
最終目的としての、地震
に「備える」を意識した
文言に。

知ってほしいこととして、
「地震動もこと、あなた
の住まいのこと」を明示。

全国地震動予測地図で何
が分かるかを明示。
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試作版の各ページの内容
P2～3 【導入】「地震動予測地図」の紹介

地震動予測地図とはどう
いうものなのか、何のた
めに作っているのか、を
はじめに記載。

何の役に立つの
か、
なぜ地震動を知
る必要があるの
かを記載。

交通事故や火災と比較し、
確率が低いように見えて
も備える必要があること
を記載

優しいイラストとともに、
地震動に対する備えを呼
びかける文章を記載。

なぜ250mメッシュま
で拡大して表示するこ
とが必要なのかを解説

「交通事故」や「火
災」と同じように、
「備え」が大事であ
ることを記載。
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試作版の各ページの内容
P4～5 【本編】「地震動予測地図」を使ってみよう

初めての人がまず使って
もらいたい機能を目立た
せる。

その他は、「こんな機能
がある」くらいの説明に
とどめる。（あえて情報
量を減らす）

上のタブは、初めての人に特に見てほしい確率
論的地震動予測地図と表層地盤を目立たせる。
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試作版の各ページの内容
P6 【本編】お住まいの地域を見てみよう

ハザードカルテを紹介。
特に見てほしい３か所に
絞って解説。

お住いの地域を調べる方法を記載
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試作版の各ページの内容
P7 【知識】地震動についての基礎

「地震動」についての
基礎知識を解説。

揺れ方についての
基礎知識

これを正しく知っ
ておいてほしいと
いう意図で記載。

地震→地震動→被害
の関係について記載
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試作版の各ページの内容
P８～９ 【知識】地震のメカニズムや各種知識

日本では地震が多い理由
（専門家からのコメント）

地震のメカニズム
を簡単に説明

地震動予測地図について
のよくある質問を解説

なぜ「確率」で示している
のか。
（専門家からのコメント）

太平洋側が
高い理由

太平洋側が
高くないこ
ともあると
いうことを
豆知識とし
て記載
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試作版の各ページの内容
P10 【利用者へ】活用場面の紹介

対象者別の活用場面例を紹介。

細かい機能はこのパンフレットでは紹介
しいきれないので、「手引き」で補足。
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試作版の各ページの内容
P11【利用者へ】地震動予測地図に関するよくある誤解・誤用
地震動予測地図についてのよ
くある誤解・誤用を、正しい
内容と共に記載。

地震動予測地図をどのように
使ってほしいのかを、製作者
側からコメント。
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試作版の各ページの内容
P12 【ウラ表紙】今後の備えのためのリンク集

最終目的である「備え」を促
すため、
「今後の備えのために」とい
う形で読者に呼びかける形で
パンフレットを締める。

参考となるリンク集を掲載。
地震・津波そのものと、防災
に関する情報を分けて掲載。


